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研究成果の概要：太陽系外惑星科学の展開のために総括班として以下の活動を行った： 

1. 特定領域まとめの国際研究会の開催を含む 5回の大研究会開催、 

2. 各研究項目の研究進捗確認のための総括班会議開催とメールによる情報交換、 

3. 各研究項目の研究推進のための小研究会の開催、 

4. 海外の関連研究会等における成果発表、 

5. 海外大プロジェクトとの国際協力について、相手側研究者との議論、 

6. 各研究項目・計画研究の連携を深めるための定期系外惑星セミナーを開催し、全国の若手研

究者の系外惑星科学への興味を深めた。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００４年度 8,600,000 0 8,600,000 

２００５年度 6,800,000 0 6,800,000 

２００６年度 6,800,000 0 6,800,000 

２００７年度 7,600,000 0 7,600,000 

２００８年度 9,500,000 0 9,500,000 

総 計 39,300,000 0 39,300,000 

 
 
研究分野：天文学 
科研費の分科・細目：天文学・天文学 
キーワード：宇宙科学、惑星起源・進化、光学赤外線天文学、系外惑星、天文 
 
１．研究開始当初の背景 
1995 年の太陽系外における木星型巨大惑星
の発見を契機に、惑星系研究の場は、もはや
太陽系に閉じる必要はなくなった。これまで
に 350個以上もの太陽系外の惑星（系外惑星）
候補が発見されているが、その多くは私たち
の太陽系と似ても似つかず、その多様性を理
解するためには、むしろ太陽系以外の惑星系
とその形成を理解することが重要である。ま
た、これらの惑星（系）は、惑星の運動に伴
う恒星の速度ふらつきや明るさの変化など、

いわゆる間接的に発見されたものであり、直
接に撮像された例は極めて限られている。従
って、惑星形成の現場である星周円盤（原始
惑星系円盤）の直接観測によりその形態・組
成を明らかにし、かつ、太陽系外の巨大惑星
を直接撮像することは、現在の天文学の急務
の課題となっていた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、わが国における惑星系形成および
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惑星科学研究を組織し、原始惑星系円盤から、
惑星系形成の名残ともいえる残骸円盤、及び、
系外惑星検出に至るまでの観測を系統的に
集中して進め、惑星系形成の統合的描像を構
築し、第 2 の地球探しの第一歩というべき、
系外惑星の確実な直接検出を目指したもの
である。 
 
 
３．研究の方法 
上記の目的のために、地上・スペースの最新
気鋭の赤外線装置を、開発者グループ自らが
駆使・連携して観測を進めること、および、
開発を含む観測・理論・実験グループが三位
一体で融合的研究を進めることにある。その
ために 5つの計画研究を含む 3つの研究項目
と総括班を設けた。これによって「太陽系外
惑星科学」と呼ぶべき新しい研究分野を展開
してきた。 

具体的には以下の研究を展開した。 
1.  太陽系外惑星系の検出、特に、巨大惑星
の直接検出 
2.  円盤から惑星に至る構造進化の解明（円
盤構造を究める） 
3.  円盤から惑星に至るダスト物質進化の
解明（円盤組成を究める） 
4.  円盤から惑星に至る統一的形成理論の
構築 
5.  地球型惑星検出に向けての技術開発（検
出器・装置開発） 

その際、以下の手法や開発を通じて研究展
開を行った。 
a.  日本が誇るすばる望遠鏡と赤外線天文
衛星 ASTRO-F（あかり衛星）に搭載されたユ
ニークな観測装置による（近・中間・遠赤外
線全ての波長帯をカバーする）赤外線及び可
視光観測と、新規コロナグラフ観測装置
HiCIAO の開発 
b.  専用高性能計算機を用いた大規模数値
シミュレーション 
c.  系外惑星・円盤研究に最適化したダスト
実験とその理論 
d.  地球型太陽系外惑星検出のキーとなる
系外黄道光の観測を目指した新規装置開発 
 
 
４．研究成果 
本特定研究は、学術的及び開発的にも極めて
順調な成果を挙げることができた。とりわけ、
すばる望遠鏡による近赤外・中間赤外線によ
る円盤研究と次期装置開発、あかり衛星の集
中的観測、系外惑星の多様性を説明する汎惑
星系形成論の構築とその基礎過程の研究に
おいて、世界的評価を受けており、機関によ
る外部評価でも SS 評価を得ている。太陽系
外巨大惑星の直接撮像にも成功した。さらに、
惑星形成基礎過程としてのダスト研究の展

開も多方面にわたり、将来に向けた技術開発
も進んだ。 
この 5年間で、公募研究を除く計画研究だ

けでも 400 編を超える査読論文・装置論文が
出版され、25回の記者会見またはプレスリリ
ースが行われた。 
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恒星周囲の円盤表面に氷を発見 ― 
海の材料か？」 

③ 2009 年 1 月 29 日「すばるの赤外線観測
で進む、星の「人口調査」：見えてきた
軽い構成員たち」 

④ 2008 年 12 月 1 日「系外惑星発見を促進
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22 2005 年 6 月 30 日「巨大コア惑星
HD149026b の発見」 

23 2005 年 4 月 20 日「シルエットで浮かび
上がった原始星エンベロープの全貌」 

24 2005 年 2 月 24 日「木星の約 40 倍の質量
を持つ若い伴星を発見～惑星の直接観
測にあと一歩～」 

25 2004 年 10 月 15 日「太陽系外に微惑星の
リングを発見～若い惑星系の内側に迫
る～」 
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